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このWebマニュアルは、会社ロゴの変更、営業所の移転により、表紙、案内文に紙
のマニュアルと異なる部分がありますが、本文の内容については相違ありません。









保 証

本製品は、 株式会社エヌエフ回路設計ブロックが十分な試験、 検査を行って出荷しております。

万ー製造上の不備による故障または輸送中の事故などによる故障がありましたら、 当社または

当社代理店までご連絡ください。

当社または当社代理店からご購入された製品で、 正常な使用状態において発生した部品および製造

上の不備による故障など、 当社の責任に基づく不具合については納入後1年間の保証をいたします。

この保証は、 保証期間内に当社または当社代理店にご連絡いただいた場合に、 無償修理をお約束す

るものです。

なお、 この保証は日本国内においてのみ有効です。 日本国外で使用する場合には、 当社または当社

代理店にご相談ください。

下記の事項に該当する場合は、 保証期問内でも有償となります。
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取扱説明書に記載されている使用方法、 および注意事項に反する取扱いや保管により生じた

故障の場合

お客様による輸送や移動時の落下、 衝撃などにより生じた故障、 損傷の場合

お客様により、 製品に改造が加えられている場合

外部からの異常電圧および本製品に接続されている外部機器の影響による故障の場合

火災、 地震、 水害、 落雷、 暴動、 戦争行為及びその他天災地変などの不可抗力的事故による

故障、 損傷の場合

磁気テ ー プなど消耗品の補充

修理にあたって

万ー不具合があり、 故障と判断された場合、 あるいはご不明な点がありましたら、 お求めになりま

した当社または当社代理店にご連絡ください。 なお、 当社または当社営業所からお求めの場合は、 添

付シ ー ルに記載の連絡先にご連絡ください。

ご連絡の際は、 型式名（または製品名）、 製造番号(SERIAL NUMBER) 

やご使用の状態をお知らせください。

とできるだけ詳しい症状

修理期問はできるだけ短くするよう努力しておりますが、 ご購入後5年以上経過している製品の場

合は、 補修パ ー ツの品切れなどにより、 日時を要する場合があります。

また、 補修パ ー ツが製造中止の場合、 著しい破損がある場合、 改造された場合などは修理をお断り

することがありますのであらかじめご了承ください。
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1. 概 説 llJ 

1. 概 要

「LI-75A 低雑音プリアンプ」は、 当社製ロックインアンプ用のプリアンプです。

入力はAC-DC結合、平衡 ー 不平衡切り換えができ、入カインピ ー ダンスはlOOMQです。

出力は不平衡で、最大出力電圧は土lOVであり、当社製ロックインアンプすべてに適合します。

入出力間の利得はX 100 (40dB)固定であり、周波数範囲はDC- lMHzです。また、本器の内部

雑音は標準値で1. 2nV / Ji五（lkHz)と非常に低く、微小電圧の計測に最適です。

本器をLI - 570A/575、56108、5600A以外の機種と接続して使用する場合には、別に

直流電源PS - 70Aが必要です。

1.2 特 長

● 低雑音

• 高い同相信号除去比

• 広帯域

• 高入カインピ ー ダンス

● 広いダイナミックレンジ

● 過大入力表示があります。

1.3 定 格

1.2nV／品（lkHz) typ 

120dB (DC~lOOHz) 

DC~1MHz 

lOOMQ 

150dB以上

（特記なき場合は、 入力結合切り換えDC時）

• 入 力

入力結合切り換え

入力端子

入カモ ー ド

• A (FLOAT)

• A (GND)

• A- B (GND)

入カインピ ー ダンス

同相入力電圧範囲

同相除去比

LI- 75A

ACおよびDC

BNC-R 

（不平衡）

（不平衡）

（平衡）

lOOMQ 入力容量50pF以下

AC時の結合容量0. 016µF 

土5V (DC~lOOHz、A-Bモ ー ド）

ロ 「図6 - 1 周波数対同相電圧範囲」、参照。

120dB (DC~lOOHz、A-Bモ ー ド）

ロ 「図6-2 周波数対同相除去比」、参照。
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1.3定 格

入力換算雑音

入力換算オフセット電圧

最大許容入力電圧

• 出 力
出力端子
最大出力電圧

出カインピ ー ダンス

• 入出力特性

2nV／国（lkHz)以下、入カショ ー ト
ロ 「図6-3 周波数対入力換算雑音電圧」、「図6-4 ノイ

ズフィギャ」、参照。

ゼロに調整可能
ドリフト10 µ V／℃typ

• DC結合時 士15V

• AC結合時 土lOOVDC、土15VAC

不平衡、BNC-R
士lOV (2kQ負荷、DC~200kHz)

ご 「図6-5 周波数対最大出力電圧」、 参照。
約50Q (400Hz) 

利 得 X 100 (40dB)土1% (400Hz) 

周波数特性（出カレベル3Vrms、2kQ負荷）

• DC結合時
+1

DC~1MHz (~) dB -3

+1 • AC結合時 0. 2Hz~1MHz (.:) dB-3
ご 「図6-6 周波数対利得」、 参照。

高調波ひずみ率 0. 03％以下ClkHz)

ご 「図6-7 周波数対高調波ひずみ率」、参照。

● 電源入力
DC 土20～土24V、土45mA以下

● 温度範囲・湿度範囲
・ 動作 oo ~ +40℃、10~90%RH
・ 保存

● 外形寸法

● 質 量

LI- 75A

-10° ~ +50℃、10~80%RH

120 (W) X 55 (H) X 200 (D) (mm) 

約1. 15kg 
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2. 使用前の準備 刀

2.1 開 梱

梱包をときましたら、まず輸送中の事故による破損などのないことを確かめてください。 ま

た、 発送前に十分注意しておりますが、 つまみ等のゆるみや、 附属品の員数なども「表2- 1 

構成表」を参照のうえお調べください。

2.2 構 成

本器の標準構成は 「表2- 1 構成表」のとおりです。

表2-1 構成表

• 本 体 ．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． l

● 取扱説明書 ．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． l

● 附属品
入出カケ ー ブル(BNC- BNC lm) • • • • • • • • • •• • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • 3
電源入カケ ー ブル(2芯ツールド両端6ピソコネクタ付き1. 5m) ……………l 

2.3 電源および接地について

LI - 570A/575、5610B、 5600Aまたは、PS -70Aに接続する場合は問題ありませんが、

別電源を使用する場合は、必ず土20V～土24Vの範囲でお使いください。 規定外の電圧で動作させ

ますと、 内部に対して悪影響を与えるばかりでなく、装置の破損の原因にもなりますので絶対

に避けてください。

また、 測定器、 被測定装置は安全のため接地してあることが必要ですが、 接地 の方法によっ

てはグランドル ー プにより、測定誤差を生じたり、雑音を生じたりすることがありますので「3.2

入出力接続」をご覧のうえ、 正しく接地してご使用ください。
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3. 操作方法 lll 

3.1 各部の名称と動作

ロ 「図3 - 1 正面・背面パネル図」、 参照。

① INPUT A.B 入力接栓

信号入力端子で、 本器を不平衡入力[A (FLOAT)、A (GND)]で使用する場合は “A" 接栓

を、 平衡入力[A-B (GND)]で使用する場合は、 “A” 、 “B
”

接栓を使用します。

② INPUT MODE 入カモ ー ド切り換えスイッチ

入カモ ー ド切り換えスイッチで、 用途により “A (FLOAT)" "A (GND)" "A-B (GND)" の

いずれかを使用します。

③ OVL オ ー バロ ー ドランプ

過大入力を表示するランプですが、 “④LAMP" スイッチを ‘‘OFF” にすると過大入力時で

もランプは点灯しませんのでご注意ください。

④ LAMP OFF ランプオフスイッチ

“③OVL" オー バロー ドランプか消灯することができます。

⑤ COUPLING AC、 DC 入力結合切り換えスイッチ

入力結合を “AC"（交流結合）と “DC"（直流結合）に切り換えるスイッチです。

④ POWER INPUT 電源入力端子

電源入力端子で、6ピンメタルコネクタとなっております。 附属のケ ー ブルを使用し、 電

源を供給してください。 ピン番号は下記のようになっております。
4番ピン ・・・ ・・・ ······ -20V 
5番ピン ・ ・ ・ ・・ ・ ・..…+20V

6番ピン・・・・・・・・・ ・··OV

⑦ OUTPUT 出力接栓
本器の出力接栓で、 出カインピー ダンスは約50Qとなっております。 ロックインアンプに

接続する場合は問題ありませんが、 他の用途に使用される場合は負荷抵抗が2kQ以上とな

るようにしてください。

⑧ DC OFFSET DCオフセット調整用可変抵抗器

DCオフセット調整用半固定抵抗器で、 可変幅は出力において約土3Vです。

⑨ 古 GND端子

本器を筐体接地するためのGND端子です。

LI- 75A 3 - 1 



3.2入出力接続

3.2 

3.2.1 

入出力接続

各端子の負荷条件

本項では入力端子に対する信号源インピ ー ダンス、 出力端子に対する負荷条件など、 入出力

接続において特に注意すべき事柄を述べます。

(1) 入力端子

A、B入力とも入力抵抗はGNDに対してlOOMQ、 入力容量は50pF以下となっております。 入

カインビーダンスと周波数の関係を「図3- 2 入カインピ ー ダンスカ ー ブTYP」に示しま

す。
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図3-2 入カインビー ダンスカ ー ブTYP

(2) 出力端子

不平衡で、 出カインピ ー ダンスは50Qです。LI - 570A/575、 56108、 5600Aと接
続できます。

他の機器と接続する場合、負荷インピ ー ダンスは2kQ以上にしてください。
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3.2入出力接続

3.2.2 入力接続

本項では信号源と本器との基本的な接続方法を説明します。

本器の入力は3形式あります。

(1) 平衡入力 “A-B (GND)"

差動入力で、 入力接栓は “A” 、 “B" を使用します。 コモンモ ー ドノイズを除去する能力

は最大で、すべての用途に使用できます。 口 下図、参照。

INPUT 

A 

B 

(2) 不平衡入力
●

‘'A (FLOAT)" 

不平衡入力で、入力接栓は
“A" を使用します。 内部は差動入力となっており、 グラウン

ドはフロ ー ティングされておりますが、 コモンモ ー ドノイズを除去する能力はDIFFERENTIAL

"A-B (GND)" モ ー ドより劣ります。 口 下図、 参照。

A
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3.2入出力接続

●

“ A (GND)" 

不平衡入力で、 入力接栓は
“

A" を使用します。 コモンモー ドノイズを除去する能力はあ

りません。 コモンモ ー ドノイズが非常に少ない場合、 または、 信号レベルか大きい場合に

使用できます。 信号源か接地されている場合には、 本器を接地する必要はなく、 最も気軽

に使用できます。 口 下図、 参照。

A

信号源と本器との接続および、 接地の方法は下記の点にご注意ください。

● グランドル ー プを作らない。

● 信号電圧が正確に入力端子に加えられているか。

● 雑音は最小となっているか。

(a)、(b)の例を参考にして最良の接続方法を採用してください。

(a) 信号源が接地されている場合

Ll-75A 

信

号

瀕

同軸ケーブル INPUT

（短く）

図3-3 入カモ ー ド
“

A (GND)" で使用する場合
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3.2入出力接続

Ll-75A 

信

号

源

同軸ケーブル INPUT

（短く）

図3-4 入カモ ー ド
“

A (FLOAT)" で使用する場合

LI - 75A 

侶

号

源

同軸ケーブル INPUT
（短く）

図3-5 入カモ ー ド
“

A-B (GND)" で使用する場合

(b) 信号源が接地できない

Ll-75A 

信

号

瀕

同軸ケ ー プル
（短く）

LI- 75A

図3-6 入カモ ー ド
“

A (GND)" で使用する場合

3-5





A 入力
� Cr 、\ B入力

万 CCB

R S il 

同相分霞Ff (OMV) 

lt料 ： A 入力信号瀕抵抗
R 邸 ： B 入力 // 

（）ハ： A 入力信号ケ ー プル容最
（恥H : B 入力 II 

3.2入出力接続

同相分電圧(CMV)が、本器入力端子に印加される
様子 は左図モデルで考えることができます。

• RsA、 RsB が大きく、なおかつRsAと RsB が等し
くない場合

• CcA、 CCB が大きく（信号ケ ー ブルが長い）、
なおかつCcAと CCB が等しくない（信号ケ ー ブル
が異なる） 場合

したがって、同相除去比(CMRR)を最良の状態で使用するためには、信号源インピ ー ダンスを

極力低くする、信号ケ ー ブル は静電容量が少ないものをできるだけ短く接続する等の対策が必

要です。

3.2.4 ロックインアンプとの接続

(a) Ll-575との接続

参照信号源か “EXT” 、 “ INT" どちらの場合でも LI - 575の入カスイッチは必ず、 “ GND"

としてください。

信号源と LI - 75Aとの接続および接地方法については、「3.2.2 入力接続」にしたがっ

て接続してください。

国： 信号源と参照信号ラインか絶縁されていない場合は、ア ースル ー プ電流により測定誤差

が増大しますので、LI - 75Aの入カモー ドは、 “A-B (GND)’'または “A (FLOAT)" でお

使しヽくださし‘°

Cb) LI - 570Aとの接続

入カスイッチは “ FLOAT" としてください。 他は Ll-575に準じます。
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3.3 操作および取り扱い方法

Ll-75A 

信号椋

電椋ケーブル

POWER 
INPUT 

OUTPUT 

同軸ケ ー プル

OV Ll-575,570A

INPUT 

図 3 - 9 LI - 575/570A との接続

3.3 操作および取り扱い方法

「3.2 入出力接続」が正しく行われたのを確認した後、すべての電源スイッチをONにします。 本

項では「3.2 入出力接続」で特に記述しなかったスイッチ、 可変抵抗器の操作および取り扱い

方法について説明します。

(1) 交流、 直流結合切り換えスイッチ

通常はDC （直流結合）でご使用ください。 入力に直流成分かある場合には、 AC （交流結合）

にすると、 直流分をカットできます。 ただし、 ー 3dB点がO. lHzとなっています。 また、 AC

時は結合コンデンサのばらつきによって、 CMRRかDC時より悪化する場合がありますのでご注

意ください。

(2) 過大入力表示ランプ ランプオフスイッチ

暗室等での実験の場合、 このスイッチによって本器パネル上のOVLランプを消灯すること

ができます。 通常はONにしてご使用ください。

(3) DCオフセット調整用可変抵抗器

この可変抵抗器によって出力で約土3Vオフセット電圧が調整できます。 出荷時はOVに 調

整されています。
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4. 動作原理 7JJ 

4.1 概 要

本器はデュアルFETによる差動アンプとボルテ ー ジフォロアを組み合わせた差動入カアンプで

す。

「図4- 3 プロックダイヤグラム」で示すように、 本器は入力設定部、 入力差動アンプ部、

出カアンプ部、 過大入力表示回路から構成されています。

4.2 ブロックダイヤグラムの説明

(1) 入力設定部

差動入力
“

A-B (GND)" と不平衡入力
“

A (FLOAT)
”

、
“

A (GND)" また、 結合を交流と直

流に切り換えるための部分です。

(2) 入力差動アンプ部と出カアンプ部

回路の雑音指数がほぼ決定される初段の差動アンプには、 ロ ー ノイズのデュアルJ-FET

を使用しています。 出カアンプ部はインピ ー ダンス変換を行うためのボルテ ー ジフォロア

となっています。

基本的な入出力関係は下記のように表されます。

A
 

B

Vo 

-Vee

図4- 1 入出力関係
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4.3 雑音指数について

4.3 雑音指数について

外部 ←十→内部ロ―—テロロニ＿＿

ー：］
l

—ー／信号瀕
雑音電圧 l fR C、1

L---. 

R I、

図 4-4 入力部の入力雑音等価回路

本器の入力部は「図4-4 入力部の入力雑音等価回路」のように表されます。この場合、 NOISE

FIGURE （雑音指数）は、下記のように表されます。
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R+RIN 偲）2

= 10 log 10� {1 + �} [dB]……① 
R R•RIN 4KTB�T(f)2 

R+R1N

B ;帯域幅[Hz]

T ;絶対温度 [KJ

K;ボルツマン定数 1. 3805 X 10
―23 [J /K]

T(f) ; R、R1N、 Cによって構成される LPFの伝達関数を正規化したもの

T(f) = 
1 

R•R1N 
1+(2点c 戸）2

IN 

NF （雑音指数）をパラメタとして横軸を周波数、縦軸を

信号

源抵抗として描いた曲線を標準デー

タの「図 6- 4 」に示します。
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4.3雑音指数について

この曲線はR= 100M Q、C= 30pF typ、T= 300K、B= lHz（en)として、その周波数における実測

した入力換算雑音電圧の代表値を①式に代入し、算出してプロットしたものです。

この曲線から雑音指数を求めるには、例えば使用中の信号源抵抗か500Q、周波数がlOOHzだと

しますと、この測定系における本器のNF（雑音指数）は約ldBになります。
ロ 「図4 - 5 NF曲線の使い方」、参照。
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図4 - 5 NF曲線の使い方

さらにそのときの入力換算雑音電圧（瓦）＝｛屎子面こ• R T(f) 10西 [V/./Hz]……② 
R+RIN 

と表されますので、この式に各値を代入し計算しますと、ご使用中の測定系における本器の

入力換算雑音電圧を求めることができます。
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5. 保 守 lll 

5.1 概 要

機器を最良の状態に保持するためには保守が必要です。 保守には通常下記の4段階があります。

(1) 動作の点検

機器が正しく動作し、 定格を満足しているかどうかをチェ ックします。

(2) 調整および校正

正しくない場合、 指定された調整箇所または校正箇所を調整します。

(3) 故障箇所発見

それでも不具合な場合は、 不良原因、 故障箇所を調べます。

(4) 故障修理

本取扱説明書には、 容易に行える動作点検と調整、 校正について記載しております。

より高度の点検、 校正、 故障修理につきましては、 当社営業部または当社代理店にお問い合

わせください。
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5.3動作点検

(4) ひずみ率のチェック

「図5-2 シングルエンド時のチェック」の出力にひずみ率計を接続し、約 5Vrmsを出力

したとき、 高調波ひずみ率がlkHz においてo. 03 ％以下であれば正常です。

5.3.2 平衡入力のチェック

「図5 -3 差動時のチェック」のように各測定器を接続します。

発振器 本器 OUTPUT 
オンロスコープ

言
受

A-B(GNO) I 、
▼ -----•一

交流電圧計

図5-3 差動時のチェック

(1) CMVのチェック

二つの差動入力端子を短絡し、lOOHzの信号を加え、入カレベルを〇～土 5Vまで徐々に変化

させたときに、 ひずんだ波形やパルス状の波形が現われなければ正常です。

(2) CMRRのチェック

まず、発振器の出力をlOOHz、3Vrmsに合わせます。 その後交流電圧計を本器の出力に切り

換えたとき、 指示値が300 µ Vrms以下であれば正常です。 3Vrmsを加え、 出力が300 µ Vrmsで

あれば、 CMRRは120dBとなりますが、 わずかに逹していない場合は、 プリント基板上のRV3

で調整可能です。 調整棒を用いて最良にしてください。
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5.3.3 消費電流のチェック

本器は土20V～土24Vで、 約40mAで正常です。

5.4 故障のイ ー ジチェック法

— 

5.4故障のイージチェック法

万一、 本器が故障した場合、 または不具合と考えられる場合には、 必ず下記のチェック

法にしたがって 一度ご点検ください。

明らかに故障と判断される場合には、 その症状およびチェック結果をご一報ください。 こ

れによりサ ー ビスの方向が的確となり、 解決も容易となりますので是非ともご協力くださ

いますようお願いいたします。

• 全然動作しない。

・ 電源ケ ー ブルは正しく接続されていますか。

・ 電源供給側の電源スイッチはONとなっていますか。

・ 出力しない。

・ スイッチの設定やケ ー ブルの接続は間違っていませんか。

• OVERランプが点灯する。

・ 入力に大信号が入っていませんか。

・ スイッチの設定は間違っていませんか。
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6. 標準デ ー タ 刀

6.1 標準デ ー タについて

本器の代表的な性能について、 代表的なデ ー タを参考として記載いたします。 当社は、 品質

管理の手段の一つとして、 常にこの標準デ ー タに対して、 性能のばらつきを小さくするように

努力しています。

このデ ー タは、 製品の性能を個々に測定すると、 平均的にこの値を示すというもので、 場合

によっては、 本器の性能が標準デ ー タに達していないこともありますか、 厳重な試験、 検査の

結果、 定格値を満足していることを確認して出荷しておりますので、 ご了承ください。

6.2 標準デ ー タ

図 6-1 周波数対同相電圧範囲

図 6-2 周波数対同相除去比

図 6-3 周波数対入力換算雑音電圧

図 6- 4 ノイズフィギャ

図 6-5 周波数対最大出力電圧

図 6-6 周波数対利得

図 6-7 周波数対高調波ひずみ率
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6:2標準デー タ
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図6-3 周波数対入力換算雑音電圧
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6.2 標準データ
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図6-5 周波数対最大出力電圧
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6.2標準デ ー タ
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図6-7 周波数対高調波ひずみ率
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